
  

                                                                     

中学校の統合について① ～第一中と第二中～ 
 

１ 統合シミュレーション （平成２７年４月に統合とした場合） 

 

＜統合場所：第一中＞ 「居ながら施工」（引越し１回） 
 

※平成２５年９月までに要望書が教育長に提出され、その後、市として統合が 

決定された場合のシミュレーションである。 

※「居ながら施工」については、市として統合が決定された後、学校施設等を 

精査して改修工事等の実施設計を行う中で工事計画を決めていく予定である。 
 

（１）居ながら施工 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（２）工事に伴う影響や制限 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 統合新設校における主な改修工事について（予定） 
（１）改修対象 

  ア 校舎、屋内運動場、プール等の建物施設 

イ 運動場、外溝などの校庭施設 

（２）改修内容 

ア 耐震改修 （耐震補強が必要な校舎：普通教室棟、管理・特別・普通教室棟 1/4） 

イ 老朽対策改修（内外装、設備機器、配管の更新） 

ウ 機能性向上改修 

  ・トイレの床ドライ化   

・バリアフリー化（エレベーター設置、段差解消等） 

エ メモリアルスペースの整備 

 

 

 

３ 学校施設状況 

 

資料４ 

花見川第一中学校 花見川第二中学校

花見川区花見川6-2 花見川区天戸町1428-1

京成八千代台（2,000ｍ） 京成八千代台（3,000ｍ）

S43 S53

22,571㎡ 22,888㎡

5,782㎡ 7,555㎡

S62（内外部）
H12（地震補強）

H19（地震補強）
H20（老朽）
H22（体育館地震補強）

補強必要

管理・特別・普通教室棟
  [普通教室側1/4](0.50）
普通教室棟(0.57）

管理・特別教室棟（0.40）
普通教室棟2（0.45）

対震化年度 H26予定 H26予定

補強不必要

管理・特別・普通教室棟
  [体育館側3/4:H12補強]
　(0.75）
特別教室棟（2.31）

普通教室棟１
　[H19補強](0.78）

保有教室数 30 33

普通教室とし
て使用できる

教室数
25 29

主な
特別教室

図書室、音楽室（第一・第二）、理科室
(第一・第二)、金工・木工室、被服室、調
理室、美術室（第一・第二）、資料室、コ
ンピュータ室、視聴覚室、生徒会議室、カ
ウンセリング室、学年職員室、ＰＴＡ室

図書室（第一・第二）、音楽室（第一・第
二）、理科室(第一・第二)、金工・木工室、
被服室、調理室、美術室、学習室、コン
ピュータ室、視聴覚室、備品管理室、生徒
会室、多目的室、育成委員父母会室、カウ
ンセリング室

885㎡ 912㎡

必要（H26予定） 補強済

11,200㎡ 11,371㎡

他 １学級（知的）H24年～ ＬＤ通級指導教室１

育
児

防
災

避難所・避難場所 避難所・避難場所

3,600ｍ
（横戸町1439-5地点から）

4.800ｍ
（横戸町1439-5地点から）

特別支援学級

地
域
施
設
と

し
て
の
機
能

主に使用している
子どもルーム

避難所としての指定等

仮に統合した場合の通学距離
（最長）

体
育
館

保有面積（㎡）

耐震補強

校
庭

面積（㎡）

整備年度
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設

校
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校舎延床面積（㎡）

大規模改造年度等

耐
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強

(
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値
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教
室

所在地

最寄り駅と距離

開校年度

教
育
環
境

校
地

校地面積（㎡）

校舎・校庭等の配置

※□は対震補強必要

校

庭

校

庭

普通

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

第一中
通常使用 通常使用 　　統合校の校舎として既存の校舎を使用

（設計期間）
業者選定

・契約等

準備期間

耐震・改修
工事

改修工事

第二中
通常使用 通常使用

跡施設

統
合

項　　目 説　　　　明

２年（予定）

２６・２７年度（耐震・改修工事）

あり

影響が大きい工事は長期休業等に実施

あり

工事に合わせて移動

なし

工事車両の進入・材料等の保管は校舎敷地内

あり

耐震・老朽改修必要（６か月間）

なし

給食センター配送

体育館の制限

給食の制限

教室移動

運動場の制限

工事期間

騒音・振動の影響


